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ラ
イ
ブ
ド
ア
に
よ
る
ニ
ッ
ポ
ン
放
送

の
株
買
い
占
め
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

「
会
社
は
誰
の
も
の
か
」
が
話
題
に
な

り
ま
し
た
。
株
式
会
社
は
株
主
の
も
の

だ
、
と
い
う
原
則
を
改
め
て
認
識
さ
れ

た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。株

式
会
社
は
、
株
主
か
ら
委
託
を
受

け
た
取
締
役
会
が
代
表
取
締
役
（
社
長
）

を
選
び
、
経
営
を
し
ま
す
。
株
式
会
社

の
所
有
者
で
あ
る
株
主
と
、
経
営
の
プ

ロ
で
あ
る
経
営
者
。
こ
の
二
者
が
分
か

れ
る
こ
と
を
経
済
学
で
は
「
所
有
と
経

営
の
分
離
」
と
い
い
ま
す
。

経
営
者
は
経
営
の
プ
ロ
で
す
が
、
常

に
株
主
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
と
は
限

ら
な
い
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
最
近
は

株
主
の
代
表
と
し
て
社
外
取
締
役
が
選

ば
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
社

外
取
締
役
が
会
社
の
取
締
役
会
に
参
加

し
て
、
会
社
の
実
際
の
業
務
運
営
を
監

督
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

日
本
銀
行
の
政
策
委
員
会
も
、
社
外

取
締
役
が
加
わ
っ
た
取
締
役
会
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
に
近
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

日
本
銀
行
を
一
般
の
株
式
会
社
に
な

ぞ
ら
え
れ
ば
、
政
策
委
員
会
が
取
締
役

会
で
あ
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
政

策
委
員
は
取
締
役
。
政
策
委
員
の
多
数

で
あ
る
審
議
委
員
は
社
外
取
締
役
で
す
。

政
策
委
員
は
国
民
と
い
う
株
主
の
代
表

な
の
で
す
。
政
策
委
員
の
互
選
で
選
ば

れ
る
議
長
が
、
会
社
で
い
え
ば
取
締
役

会
議
長
つ
ま
り
社
長
。
日
銀
は
福
井
俊

彦
氏
が
議
長
。
総
裁
と
い
う
名
前
で
す

が
、
株
式
会
社
だ
っ
た
ら
社
長
で
す
。

日
銀
の
政
策
委
員
会
は
、
日
銀
の
最

高
意
思
決
定
機
関
で
す
。
金
融
政
策
の

方
針
を
決
め
る
と
と
も
に
、
日
本
銀
行

と
い
う
会
社
の
運
営
方
針
を
決
定
し
、

執
行
状
況
を
監
督
し
ま
す
。

政
策
委
員
は
、
日
銀
の
総
裁
、
副
総

裁
二
人
の
計
三
人
と
、
外
部
か
ら
の
審

議
委
員
六
人
の
計
九
人
。
多
数
決
で
方

針
が
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
奇
数
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
会
の
同
意
を
得
て
内
閣

に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
ま
す
。
任
期
は
五

年
。
政
府
の
方
針
と
考
え
が
違
う
か
ら

と
い
っ
て
解
任
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
銀
は
、
政
府
か
ら
独
立
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

私
は
先
ほ
ど
日
銀
の
審
議
委
員
を
株

式
会
社
の
社
外
取
締
役
に
た
と
え
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
思
わ
ぬ
誤
解

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
審
議
委

員
は
た
ま
に
日
銀
に
出
勤
す
る
だ
け
と

考
え
る
人
が
い
る
か
ら
で
す
。

一
般
の
株
式
会
社
の
場
合
、
社
外
取

締
役
は
別
の
本
業
を
持
っ
て
い
て
、
必

要
な
と
き
だ
け
そ
の
会
社
に
出
勤
し
ま

す
。
し
か
し
、
日
銀
の
審
議
委
員
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
の
本
業
な
の
で
す
。
今
年

四
月
、
東
京
大
学
大
学
院
教
授
の
西
村

A
彦
氏
が
日
銀
の
政
策
委
員
会
の
新
メ

ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。「
東

京
大
学
の
先
生
を
し
な
が
ら
日
銀
に

時
々
顔
を
出
す
の
か
な
」
と
思
っ
た
人

も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
で
は
な
い

の
で
す
ね
。
西
村
氏
は
東
京
大
学
大
学

院
教
授
の
〝
職
を
な
げ
う
っ
て
〞、
日

銀
の
審
議
委
員
に
就
任
し
た
の
で
す
。

で
は
、
政
策
委
員
が
決
め
る
日
銀
の

「日本銀行政策委員会」とは、
どんなもの？

日本銀行がどんな方針を打ち出すか。
多くの人が注目するニュースで出てくるのが

「日本銀行政策委員会」です。
いったい、どんな委員会なのでしょうか。

いけがみ・あきら
73年、ＮＨＫに記者として入局。
94年から05年まで『週刊こどもニ
ュース』のお父さん役として親し
まれる。現在、独立してフリーの
ジャーナリスト。

政
策
委
員
会
は

会
社
の
取
締
役
会
だ

審
議
委
員
は
何
日
く
ら
い
出
勤
？

金
融
政
策
は

ど
う
や
っ
て
決
め
る
？

池上彰の　　　　　　　　金融経済教室
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金
融
政
策
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

読
者
に
は
釈
迦
に
説
法
で
し
ょ
う

が
、
日
本
経
済
全
体
の
お
金
の
流
れ
を

調
節
し
て
、
物
価
の
安
定
を
は
か
る
の

が
目
的
で
す
ね
。

景
気
が
過
熱
す
る
の
は
世
の
中
に
出

回
っ
て
い
る
お
金
が
多
す
ぎ
る
か
ら
な

の
で
、
日
本
銀
行
は
、
持
っ
て
い
る
国

債
や
手
形
を
金
融
機
関
に
売
っ
て
、
お

金
を
受
け
取
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
出
回

っ
て
い
る
お
金
を
吸
収
し
ま
す
。

反
対
に
、
不
景
気
に
な
る
と
、
金
融

機
関
が
持
っ
て
い
る
国
債
や
手
形
を
買

う
こ
と
で
、
お
金
を
ど
し
ど
し
世
の
中

に
出
回
る
よ
う
に
し
ま
す
。
お
金
が
増

え
れ
ば
、「
需
要
と
供
給
」
の
関
係
で

「
お
金
を
借
り
る
値
段
」
が
下
が
る
。

つ
ま
り
金
利
が
下
が
る
。
世
間
一
般
の

金
利
が
下
が
れ
ば
、
企
業
は
お
金
が
借

り
や
す
く
な
り
、
新
規
事
業
に
乗
り
出

し
や
す
く
な
る
。
工
場
を
建
て
社
員
を

雇
え
ば
、
景
気
は
次
第
に
よ
く
な
っ
て

い
く
、
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

現
在
の
日
銀
は
、
金
融
機
関
か
ら
国

債
や
手
形
を
大
量
に
買
う
こ
と
で
、
資

金
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
量

的
緩
和
」。
お
金
の
「
量
」
を
「
緩
和

す
る
」、
つ
ま
り
、
ど
し
ど
し
お
金
を

出
回
ら
せ
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
結
果
、
金
利
は
ほ
と

ん
ど
ゼ
ロ
に
近
い
よ
う
な
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
来
正
常
な
姿
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
、「
量
的
緩

和
」
を
や
め
る
日
が
来
る
は
ず
で
す
。

そ
れ
が
い
つ
に
な
る
の
か
、
い
つ
に
す

べ
き
か
。
そ
れ
を
議
論
す
る
の
も
政
策

委
員
の
大
事
な
仕
事
。
金
融
政
策
を
決

定
す
る
た
め
の
会
合
を
、
特
に
「
金
融

政
策
決
定
会
合
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

決
定
会
合
で
の
政
策
委
員
の
議
論
の

結
果
は
全
会
一
致
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
多
数
決
で
決

め
、
決
定
の
際
に
反
対
票

が
あ
っ
た
場
合
、
記
者
会

見
で
質
問
さ
れ
れ
ば
、
日
銀

総
裁
が
明
ら
か
に
し
ま
す
。

金
融
政
策
決
定
会
合

で
決
ま
っ
た
こ
と
は
直

ち
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ

っ
た
か
と
い
う
「
議
事

要
旨
」
も
、
そ
の
後
公

表
さ
れ
ま
す
。
国
民
の

負
託
を
受
け
て
い
る
以

上
、
議
論
の
中
身
を
国

民
に
オ
ー
プ
ン
に
す
る
必

要
が
あ
る
か
ら
な
の
で
す
。

        氏   名 　　　　　　 就任日 　　                  主な略歴 

福井俊彦  総裁 平成15.3. 20   日本銀行副総裁、富士通総研理事長 

武藤敏郎  副総裁 平成15.3. 20   財務事務次官 

岩田一政  副総裁 平成15.3. 20   東京大学大学院総合文化研究科教授、　 
　　　　　　　　　　　　　　　　  内閣府政策統括官 

須田美矢子 審議委員　平成13. 4. 1    学習院大学経済学部教授 

中原　眞  審議委員 平成13. 6.17   東京三菱銀行取締役副頭取 

春　英彦  審議委員 平成14. 4. 5    東京電力取締役副社長 

福間年勝  審議委員 平成14. 4. 5    三井物産代表取締役副社長 

水野温氏  審議委員 平成16.12. 3   CSFB 証券会社東京支店チーフ・ 
　　　　　　　　　　　　　　　　  ストラテジスト 

西村　彦  審議委員 平成17. 4. 8    東京大学大学院経済学研究科教授、 

                                                                  内閣府経済社会総合研究所総括政策研究官 

現在の日本銀行政策委員会メンバー 

日銀内部での政策委員会の位置づけの図 

政策委員会 

総　裁 

副総裁（2名） 

審議委員（6名） 監　事 

参　与 

理　事（6名） 
業務調整会議 

コンプライアンス会議 
（検査室長、外部法律専門家を加える） 

本　店 

支店（32）、国内事務所（14）、海外駐在員事務所（7） 

金
融
研
究
所 

文
書
局 

総
務
人
事
局 

情
報
サ
ー
ビ
ス
局 

シ
ス
テ
ム
情
報
局 

業
務
局 

発
券
局 

国
際
局 

調
査
統
計
局 

金
融
市
場
局 

決
済
機
構
局 

金
融
機
構
局 

企
画
局 

検
査
室 

政
策
委
員
会
室 

（注） 

（注）金融機構局（現在の信用機構局と考査局を統合）、決済機構局（新設）は7月を目途に設置。 
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こ
こ
で
は
、
政
策
委
員
会
に
つ
い
て
、

読
者
の
皆
さ
ん
に
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
会
合
の
実
際
の
運

営
内
容
を
含
め
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し

ま
す
。

政
策
委
員
会
は
、
日
本
銀
行
の
最
高
意

思
決
定
機
関
で
あ
り
、
金
融
政
策
の
決
定

に
加
え
て
、
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事

項
の
決
定
、
業
務
遂
行
の
監
督
と
い
っ
た

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
総
裁
を
長
と
す

る
執
行
部
門
は
、
政
策
委
員
会
の
決
定
に

従
っ
て
、
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

政
策
委
員
会
は
、
総
裁
、
二
名
の
副
総

裁
、
お
よ
び
六
名
の
審
議
委
員
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
総
裁
、
副
総
裁
お
よ
び

審
議
委
員
は
、
衆
参
両
議
院
の
同
意
を
得

て
、
内
閣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
政
策
決
定
の
独
立
性
を
確
保
す
る
た

め
、
特
定
の
事
由
を
除
き
、
そ
の
意
に
反

し
て
解
任
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

審
議
委
員
は
、
経
済
ま
た
は
金
融
に
関
し

て
高
い
識
見
を
持
つ
人
や
学
識
経
験
者
か

ら
選
ば
れ
ま
す
。
総
裁
・
副
総
裁
と
は
異

な
り
執
行
部
門
に
は
属
し
ま
せ
ん
が
、
政

策
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
多
岐
に
わ
た

る
重
要
事
項
の
決
定
と
い
う
重
責
を
担
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
裁
・
副
総
裁
と
同

様
に
、
常
時
勤
務
し
て
お
り
、
兼
職
は
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
策
委
員
会
で
は
、
す
べ
て
の
委
員
が

等
し
く
一
票
を
持
っ
て
お
り
、
議
決
は
多

数
決
で
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
長
は
、

委
員
の
互
選
に
よ
り
、
総
裁
が
行
っ
て
い

ま
す
。

政
策
委
員
会
の
会
合
に
は
、
①
金
融
政

策
を
議
論
・
決
定
す
る
「
金
融
政
策
決
定

会
合
」
と
②
金
融
政
策
以
外
の
業
務
運
営

に
関
す
る
重
要
事
項
を
議
論
・
決
定
す
る

「
通
常
会
合
」
と
が
あ
り
ま
す
。
以
下
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
際
の
運
営
に
つ
い
て

触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
融
政
策
決
定
会
合
（
以
下
で
は
「
決

定
会
合
」
と
呼
び
ま
す
）
は
、
日
本
の
金

融
政
策
を
決
め
る
重
要
な
会
議
で
す
。
決

定
会
合
は
、
月
一
回
な
い
し
二
回
、
一
日

ま
た
は
二
日
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
で
は
、
こ
の
会
議
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

政
策
委
員
会
の
各
委
員

は
、決
定
会
合
に
向
け
て
、

日
々
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
金
融
経
済

統
計
・
指
標
や
内
外
の
金

融
市
場
動
向
に
つ
い
て
分

析
を
行
う
ほ
か
、
日
本
銀

行
の
本
支
店
・
国
内
外
事

務
所
で
実
施
さ
れ
て
い
る

各
種
の
調
査
・
分
析
結
果

を
検
討
し
た
り
、
あ
る
い

は
独
自
に
市
場
参
加
者
、

企
業
経
営
者
な
ど
の
方
々

と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
、
金
融

経
済
情
勢
を
把
握
・
評
価

し
た
う
え
で
、
自
ら
の
意

見
を
整
理
し
、
決
定
会
合

に
臨
み
ま
す
。

決
定
会
合
当
日
、
政
策

委
員
会
の
委
員
九
名
は
、

日
本
銀
行
本
店
内
に
あ
る

政
策
委
員
会
会
議
室
に
集
ま
り
ま
す
（
写

真
）。
決
定
会
合
に
は
、
政
府
か
ら
二
名

の
代
表
者
も
出
席
し
ま
す
。
政
府
か
ら
の

代
表
者
は
金
融
政
策
に
関
す
る
意
見
を
述

べ
た
り
、
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
が
、
議
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。
決
定

会
合
は
、
ま
ず
議
長
を
務
め
る
総
裁
が
開

会
を
宣
言
し
て
始
ま
り
ま
す
。
次
に
、
金

融
市
場
調
節
の
運
営
実
績
や
内
外
の
金
融

経
済
情
勢
等
に
つ
い
て
、
直
近
の
金
融
経

済
統
計
・
指
標
の
動
向
も
含
め
、
担
当
部

署
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
委

1

政
策
委
員
会
の
役
割
と
構
成

池上 彰のやさしい金融経済教室
解説：日本銀行政策委員会室議事運営担当
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金
融
政
策
決
定
会
合
の
流
れ
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員
に
よ
る
討
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
各
委
員

は
、
実
体
経
済
お
よ
び
金
融
情
勢
の
現
状

と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
金
融
政
策
運
営
方
針

に
関
す
る
意
見
を
述
べ
、
質
疑
を
交
え
な

が
ら
、
活
発
な
議
論
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

議
論
を
十
分
尽
く
し
た
と
こ
ろ
で
、
委
員

の
多
数
決
に
よ
っ
て
採
決
さ
れ
ま
す
。

決
定
会
合
に
お
け
る
金
融
政
策
運
営
方

針
の
決
定
内
容
は
、
会
合
終
了
後
、
直
ち

に
公
表
し
ま
す
。
続
い
て
、
当
日
午
後
に

は
、
総
裁
が
金
融
政
策
運
営
方
針
と
そ
の

背
景
等
に
つ
い
て
記
者
会
見
を
行
い
、
そ

の
内
容
が
T
V
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
記
事
と

な
っ
て
、
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
決
定
会
合
の
議
事
の
内
容

や
採
決
結
果
は
、
約
一
カ
月
後
に
議
事
要

旨
（
写
真
）
と
し
て
公
表
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
決
定
会
合
か
ら
一
〇
年
経
過
後
に
は
、

議
事
録
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。通

常
会
合
は
、
金
融
政
策
以
外
の
日
本

銀
行
の
業
務
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
議

論
・
決
定
し
た
り
、
業
務
の
執
行
状
況
を

確
認
す
る
場
で
す
。
一
言
に
業
務
の
重
要

事
項
と
い
っ
て
も
、
信
用
秩
序
の
維
持
に

資
す
る
た
め
の
業
務
、
円
滑
な
資
金
決
済

に
資
す
る
た
め
の
業
務
、
国
際
金
融
業
務
、

組
織
運
営
、
予
算
・
決
算
等
々
、
非
常
に

広
範
囲
に
わ
た
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
通

常
会
合
は
、
原
則
と
し
て
毎
週
火
曜
日
と

金
曜
日
に
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
一
年
間
で

み
て
も
、
一
二
〇
件
を
超
え
る
議
題
を
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

議
事
の
進
め
方
は
、
ま
ず
、
議
長
が
開

会
を
宣
言
し
た
後
、
担
当
部
署
が
案
件
の

内
容
、
政
策
委
員
会
の
決
定
が
必
要
な
事

項
な
ど
を
整
理
し
て
報
告
し
、
質
疑
・
討

議
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
議
論
の
結
果
を

踏
ま
え
、
政
策
委
員
会
の
決
定
が
必
要
な

重
要
事
項
に
つ
い
て
、
多
数
決
で
採
決
さ

れ
ま
す
。

通
常
会
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
議
題
が

原
則
と
し
て
当
日
中
に
公
表
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
通
常
会
合
で
決
定
さ
れ
た
重
要
な

政
策
や
業
務
運
営
方
針
等
も
公
表
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
毎
月
発
刊
す
る
政
策
委
員

会
月
報
や
年
一
回
公
表
す
る
業
務
概
況
書

で
は
、
決
定
会
合
で
の
決
定
事
項
と
合
わ

せ
て
、
通
常
会
合
で
決
定
、
公
表
し
た
事

項
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

政
策
委
員
会
の
委
員
は
、
委
員
会
で
決

定
し
た
金
融
政
策
等
に
つ
い
て
、
広
く
国

民
に
説
明
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

日
本
銀
行
で
は
、
政
策
運
営
に
関
す
る
情

報
発
信
を
様
々
な
形
で
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
政
策
委
員
会
の
各
委
員
は
、

マ
ス
コ
ミ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
国
内
外
で

の
講
演
会
、
全
国
各
地
に
お
け
る
金
融
・

経
済
界
と
の
懇
話
会
、
さ
ら
に
は
学
校
等

で
の
講
義
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
、
金
融
政
策
に
関
す
る
考
え
方
な
ど
を

説
明
し
、
そ
の
透
明
性
を
一
層
高
め
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
そ
れ
ほ
ど
容
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
金
融
・
経
済
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
、
普
段
そ
う

し
た
世
界
に
接
し
た
こ
と
が
な
い
方
々
ま

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
相
手
と
な

る
方
々
は
非
常
に
幅
広
い
た
め
、
色
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
よ
り
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
く
努
力
を
積
み
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
主
な
講

演
内
容
等
は
日
本
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

読
者
の
皆
さ
ん
に
は
日
頃
あ
ま
り
な
じ

み
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
政
策
委
員
会
に

つ
い
て
、
会
議
の
具
体
的
な
流
れ
に
も
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
ご
紹
介
し
て
み
ま
し

た
。
多
少
な
り
と
も
、
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か

ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
か
？

3

通
常
会
合
の
流
れ

政
策
運
営
に
関
す
る

情
報
発
信
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